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常任委員会の審査報告から

特別委員会の概要
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第
75
号
議
案

物
品
の
買
入
れ
に
つ
い
て

第
66
号
議
案

府
中
市
立
八
ケ
岳
府
中
山
荘
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

第
68
号
議
案

府
中
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
85
号
議
案

令
和
５
年
度
府
中
市
下
水
道
事
業
会
計
の
剰
余
金
の
処

分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
八
ケ
岳
府
中
山
荘
を
廃
止
し
、
建
物
等
を
解

体
す
る
こ
と
に
伴
い
、
府
中
市
立
八
ケ
岳
府
中
山
荘
条
例
を
廃

止
す
る
も
の

　
内
容
と
し
て
、
「
民
間
事
業
者
な
ど
へ
建
物
等
を
譲
渡
す
る

方
向
で
進
め
て
い
た
が
、
譲
渡
先
の
募
集
に
対
す
る
応
募
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
譲
渡
を
断
念
し
、
施
設
を
廃
止
・
解
体
す

る
も
の
で
あ
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
解
体
費
用
は
、
最
大
で
約
３
億
円
程
度

を
見
込
ん
で
お
り
、
解
体
後
は
更
地
に
し
、
土
地
所
有
者
で
あ

る
山
梨
県
に
返
還
す
る
予
定
で
あ
る
」「
市
立
小
学
校
の
セ
カ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
は
、
当
該
施
設
の
廃
止
に
伴
い
、
民
間
施
設
で

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
減
免
さ
れ
て
い
た
児
童
の

宿
泊
費
も
発
生
す
る
が
、
保
護
者
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
市

が
公
費
で
対
応
し
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
廃
止
は
や
む
を
得
な
い
が
、
今
後
も
、
市
民

に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
セ
カ
ン
ド
ス

ク
ー
ル
等
の
宿
泊
体
験
授
業
が
安
定
的
に
、
ま
た
継
続
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
市
消
防
団
に
配
備
し
て
い
る
照
明
電
源

車
を
更
新
す
る
た
め
、
当
該
車
両
１
台
を
買
い
入
れ
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、
「
３
社
に
よ
る
条
件
付
一
般
競
争
入
札

の
結
果
、
落
札
さ
れ
、
税
込
み
５
６
４
３
万
円
で
落
札
業
者
と

仮
契
約
し
た
」「
車
両
に
は
、
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
相
当
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
ン
プ
を
２
灯
装
備
し
、
発
電
装
置
は
15
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ま
で
使

用
可
能
な
も
の
で
、
１
０
０
ボ
ル
ト
用
電
源
も
４
か
所
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
狭
い
通
路
や
悪
路
に
お
い
て
、
投
光
器
を
搭

載
し
て
移
動
す
る
た
め
の
手
引
き
式
搬
送
用
台
車
も
付
属
し
て

い
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
買
換
え
後
の
現
有
車
両
に
つ
い
て
、
15
年

前
に
照
明
電
源
車
を
購
入
し
た
際
に
姉
妹
都
市
の
佐
久
穂
町
に

寄
贈
し
た
経
過
も
あ
る
た
め
、
同
町
の
意
向
を
確
認
し
、
寄
贈

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど
は

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
の
消
防
車
両
等
国
際
援
助
事
業
に
よ

っ
て
発
展
途
上
国
を
中
心
に
活
躍
の
場
を
移
し
て
い
る
例
も
あ

り
、
そ
う
し
た
活
用
も
想
定
し
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
被
保
険
者
証
の
返
還
に
応
じ
な
い
者

に
対
す
る
過
料
の
規
定
が
削
除
さ
れ
る
た
め
、
本
市
の
条
例
に

お
い
て
も
同
様
に
規
定
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
引
用
条
項
の

変
更
を
行
う
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
令
和
６
年
12
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証

の
新
規
発
行
を
停
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
市
民
へ
の
周
知
方

法
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲
載
に
加
え
て
、
10
月

に
は
、
各
被
保
険
者
の
方
々
の
世
帯
に
、
周
知
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
健
康
保
険
証
廃
止
そ
の
も
の
が
、
市
民
に
と

っ
て
利
益
に
な
る
と
は
言
い
難
く
、
現
行
の
保
険
証
を
存
続
す

る
べ
き
と
考
え
る
た
め
、
本
案
に
反
対
す
る
」「
今
回
の
改
正

で
は
短
期
被
保
険
者
証
か
ら
資
格
証
明
証
に
切
り
替
わ
る
可
能

性
の
あ
る
方
が
影
響
を
受
け
る
が
、
基
本
的
に
は
大
き
な
影
響

は
な
い
こ
と
か
ら
、
本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
本
決
算
に
お
い
て
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
３
億
８
９
１
６

万
６
０
０
０
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
３
億
８
０
０
０
万
円
を
、

建
設
改
良
工
事
等
に
要
す
る
資
金
と
す
る
た
め
、
建
設
改
良
積

立
金
に
処
分
す
る
。
ま
た
、
本
決
算
で
の
収
益
的
収
入
は
50
億

１
１
５
８
万
８
０
０
０
円
で
執
行
率
99
・
１
％
、
収
益
的
支
出

は
45
億
９
１
５
９
万
７
０
０
０
円
で
執
行
率
93
・
９
％
、
資
本

的
収
入
は
８
億
８
０
７
３
万
円
で
執
行
率
83
・
５
％
、
資
本
的

支
出
は
11
億
８
１
５
２
万
４
０
０
０
円
で
執
行
率
80
・
０
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
建
設
改
良
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
の
累
計
額
が
13
億
９
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

順
調
に
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

積
立
て
後
の
主
な
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
の
施
設
で
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
基
金
と
合
わ
せ
て
、

今
後
の
改
築
経
費
の
原
資
に
し
て
い
き
た
い
」
等
の
答
弁
が
あ

っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
剰
余

金
処
分
に
つ
い
て
は
可
決
、
決
算
に
つ
い
て
は
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

基

地

等

跡

地

対

策

特

別

委

員

会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
調
布
飛
行
場
は
施
設
の
老

朽
化
や
同
飛
行
場
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
変
化
に
直
面
し
て
お

り
、
都
は
そ
の
役
割
等
を
整
理
し
、
安
全
性
の
確
保
と
更
な
る
向

上
を
大
前
提
に
、
今
後
の
整
備
方
針
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
委
員
会

へ
報
告
し
て
い
る
自
然
環
境
調
査
は
、
追
加
調
査
が
令
和
６
年
９

月
頃
ま
で
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
当
該
調
査
報
告
の
結
果
に

基
づ
く
保
全
区
域
の
確
定
は
追
加
調
査
後
の
見
込
み
と
な
る
が
、

本
市
と
し
て
は
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
利
用
計
画
の
策
定
に
遅
れ

が
生
じ
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

３
年
に
返
還
さ
れ
た
米
軍
通
信
施
設
跡
地
に
つ
い
て
、
通
信
鉄
塔

の
塗
料
に
有
害
物
質
の
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
の
含

有
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
解
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
影
響
等
の
状

況
把
握
に
努
め
て
い
く
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

　
新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗
率
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
８
月
６
日

時
点
の
「
は
な
れ
」
工
事
ま
で
を
含
め
た
新
庁
舎
建
設
工
事
全
体

の
進
捗
率
は
55
・
５
％
、
旧
庁
舎
解
体
工
事
の
み
の
進
捗
率
は
87	

・
３
％
で
あ
る
。

　
解
体
工
事
に
つ
い
て
、
周
辺
へ
の
騒
音
の
低
減
と
解
体
材
の
飛

散
防
止
対
策
と
し
て
、
外
壁
と
防
音
パ
ネ
ル
を
一
部
残
し
て
解
体

す
る
方
法
に
変
更
し
て
お
り
、
６
年
11
月
末
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

　「
は
な
れ
」
に
計
画
し
て
い
る
売
店
及
び
レ
ス
ト
ラ
ン
の
事
業

者
選
定
に
向
け
た
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
に
お
い
て
、
民
間
事
業

者
の
出
店
意
欲
や
課
題
等
を
把
握
す
る
た
め
、
調
査
に
参
加
し
た

15
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
今
後
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

の
分
析
や
市
場
特
性
の
評
価
結
果
等
を
ま
と
め
、
事
業
者
募
集
の

条
件
等
を
整
理
す
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
第
一
期
改
築
実
施
校
で
あ
る
府
中
第
八
小
学
校
及
び
府
中
第
一

中
学
校
に
お
け
る
、
校
庭
の
砂
の
入
替
え
に
伴
う
再
整
備
は
、
学

校
運
営
へ
の
影
響
が
極
力
少
な
く
な
る
よ
う
夏
季
休
業
期
間
中
に

実
施
し
、
完
了
し
た
。
ま
た
、
外
周
道
路
改
良
工
事
は
、
八
小
が

令
和
７
年
２
月
末
、
一
中
は
１
月
末
の
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

　
第
二
期
改
築
実
施
校
で
あ
る
府
中
第
三
小
学
校
の
校
庭
整
備
は
、

７
年
度
に
予
定
し
て
い
た
が
、
既
存
建
物
周
り
の
埋
蔵
文
化
財
調

査
の
試
掘
の
結
果
、
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
、

そ
れ
に
伴
い
９
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、

整
備
方
法
の
工
夫
等
に
よ
る
期
間
短
縮
を
検
討
し
て
い
る
。

　
６
年
７
月
に
市
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
推
進
協
議
会
か
ら
学
校

施
設
改
築
・
長
寿
命
化
改
修
計
画
改
定
素
案
の
答
申
が
あ
り
、
当

初
の
計
画
期
間
か
ら
５
年
延
長
さ
れ
、
完
了
が
37
年
度
と
さ
れ
た

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。
　

前
川

浩
子

議
員（
市
フ
ォ
）　
居
住

支
援
の
入
り
口
と
し
て
、
住
宅
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
ま
い
相
談
が

あ
る
と
聞
く
が
、
そ
の
概
要
と
実

績
は
。

都
市
整
備
部
長
　
高
齢
者
等
、
住

宅
確
保
要
配
慮
者
の
民
間
賃
貸
住

宅
へ
の
円
滑
な
入
居
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
窓
口
で
、
相
談
は
原

則
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
で

行
う
が
、
相
談
者
の
状
況
に
応
じ
、

自
宅
な
ど
で
行
う
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
令
和
２
年
８
月
の
開
設
か

ら
５
年
度
ま
で
の
相
談
実
績
は
１

９
３
件
で
、
そ
の
う
ち
１
４
４
件

の
居
住
先
が
決
ま
っ
て
い
る
。

議
員
　
当
初
、
市
に
あ
っ
た
相
談

窓
口
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
移
し

た
メ
リ
ッ
ト
は
。

都
市
整
備
部
長
　
福
祉
施
策
の
知

見
を
有
し
た
者
が
相
談
を
受
け
る

こ
と
で
、
福
祉
機
関
と
の
連
携
が

進
み
、
住
宅
の
確
保
だ
け
で
な
く
、

適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が

っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

他	

社
会
福
祉
法
人
清
陽
会
に
つ
い
て

住宅セーフティネット住まい相談
窓口を市から社会福祉協議会に
移 し た メ リ ッ ト は

福 祉 機 関との 連 携 が 進 み
住 宅 の 確 保 だ け で な く
適切な福祉サービスにつながった▲高齢者の住まい相談を

　サポートします


